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広 報 資 料 
 

日露合同訓練を終えて 

 
１ 合同訓練では、両機関間の情報伝達、船艇運用などを行なうことにより、双方のレベ

ルや手法を確認することができ、円滑な連携・協力関係を深化させました。 
  また、滞在中にクドリャショフ・サハリン州国境警備局長と多くの時間を共存するこ

とで、お互いの活動や最近の情勢について情報共有等を行ない、双方の信頼関係が高め

られ、さらなる「顔の見える関係」が構築されました。 

  このほか、サハリン州市民を対象とした巡視船つがるの一般公開では、約 450名が訪

れ、日露友好関係の向上にも寄与しました。 

  ※別紙参照 

 

２ 巡視船つがるは、９月７日（土）午前10時ころ、小樽港第二ふ頭に入港し、午前11時

から入港式を実施します（取材可）。 

 

問い合わせ先 
 第一管区海上保安本部総務部総務課 

広報・地域連携室 
Tel ０１３４－２７－０１１８ 

令和元年９月３日（火）から６日（金）までの間、第一管区海上保安本部の代表団

（団長：新田慎二本部長）は、ロシア連邦サハリン州コルサコフ港を訪問し、ロシア

連邦保安庁サハリン州国境警備局との合同訓練を始めとする一連の行事を通じて、さ

らなる連携・協力関係を築きあげました。 

【訓練概要】 
１ 訓練参加勢力 
（１）海上保安庁 第一管区海上保安本部 
   ・総合指揮官 本部長 新田慎二 

・函館海上保安部所属巡視船つがる 
   ・巡視船つがる搭載機（回転翼航空機） 
（２）ロシア連邦保安庁 サハリン州国境警備局 
   ・総合指揮官 局長 クドリャショフ・セルゲイ・ヴァシーリエヴィチ 
   ・警備艦等 ４隻 
   ・航空機 １機（回転翼航空機） 
 
２ 訓練内容 
（１）逃走する密輸・密航容疑船に対する捕捉訓練 
（２）海中転落者に対する吊上げ救助訓練 



【別紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日露合同訓練 

２．第一管区海上保安本部長（新田慎二）と 
サハリン州国境警備局長（セルゲイ・クドリャショフ・ワシーリェヴィッチ） 

３．巡視船つがる一般公開 


